
肉用子牛生産者補給金

１ 制度の目的

牛肉の輸入自由化に伴う子牛価格への影響に対処するため、肉用子牛生産安定等特別

措置法に基づき、子牛価格が保証基準価格を下回った場合に、生産者に対し生産者補給

金を交付することにより、肉用子牛生産の安定を図る。

２ 制度の内容

肉用子牛の四半期毎の平均売買価格が保証基準価格を下回った場合、当該四半期に

販売又は自家保留された肉用子牛（黒毛和種、褐毛和種、その他の肉専用種、乳用種、

交雑種）を対象として補給金を交付する。

さらに、平均売買価格が合理化目標価格を下回った場合には、国、県、肉用子牛生

産者の積立により造成した生産者積立金から、下回った額の９／１０を補給金として

交付する。

３ 事業実施主体 指定協会（都道府県肉用子牛価格安定基金協会）

４ 所要額（補助率） ２１，２９６百万円（定額、１／２）

生

産

者
補

給

金

×10／10

保証基準価格

合理化目標価格

肉用子牛の平均売買価格

生

産

者
補

給

金

×10／10

×9／10

国（(独)農畜産業振興機構)

から交付される生産者補給

交付金を財源
指定協会にあらかじめ積み立

てた生産者積立金を財源

負担割合 国の助成 １／２

県の助成 １／４

生産者 １／４

【平成26年度】


